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パキスタンに行こう！ 
 

2026-27 年度 RI2830 地区ガバナー  

 成田俊介 

 
 9 月 2 日 zoom 会議で当地区の 2026-27 年度のパキスタン渡航日程が決まりました。 

 

2027 年 1 月 30 日（土）羽田発バンコク経由でカラチに到着し、戸別訪問・高速道路のバス・

列車内での投与活動と浄水器見学と観光が付いて 2 月 3 日(水)に青森到着の日程で、渡航費用は

80 万円を見込んでいます。 

 

 高額な出費をして得られるものはあるのでしょうか？ 

 

 たとえば、「高速道路上のバス車内で、なぜワクチン投与が必要なのか？」ということを理解

できれば、毎年アフガニスタンからパキスタンに数百万人が難民として入国している現状や、な

ぜ難民が生まれるのか？ということを考えるきっかけになると思います。 

 

 戸別訪問では国民の大半が 1 日 2 ドルで生活している現状を見ることになります。また上水

道・下水道がないところで暮らすということがいかに大変かと言うことを知るきっかけになると

思います。現地の状況は Polio plus 委員会の報告で見ることはできますが、街の臭さを感じたり、

誇りを肌で感じたりは現地でしか体験できません。 

 

 一夫多妻制の現状、家を守るのは女性、識字率の低さ、貧富の格差、平均寿命の短さを考える

きっかけになると思います。 

 

 パキスタンでの投与活動は Rotary の Action Plan の

「Engage  :参加者の積極的な関与を促す」に該当しま

す。そしてパキスタンでの活動を終えた後に『パキス

タンでポリオ感染症を根絶するためには何が必要か？

ワクチン投与活動だけで良いのか？』を考えることで

Action Plan の「Adapt ：適応力を高める」に繋がりま

す。『ワクチン投与だけで良いのか？浄水器の設置も

必要では？・国家間の紛争に対する平和的解決には何

が必要か？・教育の機会を与えるためにはどうすれば良いのか？』などを考えるきっかけになる

と思います。 
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 パキスタンはインドと違って牛肉は提供されますし、輸入されているカレーの香辛料はほとん

どがパキスタンから輸入されています。それだけ現地のカレーは美味です。朝からホテルでは多

くのカレーが提供されます。僕は 2010 年インド NID に参加して以来はパキスタンのスパイスを

使ったカレーを調理してインド・パキスタンを胃袋で感じています。 

 

 

 

パキスタン渡航に Challenge して自分を変えてみませんか？ 

『Change to Grow』してみませんか？ 
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2026-27 年度第１回ロータリー財団セミナー報告 
 

第２８３０地区ロータリー財団委員⾧  

工藤 真人（青森 RC） 

 
 2026 年 7 月 25 日（土）、2026-27 年度「第 1 回ロータリー財団セミ

ナー」を、会場参加および初めてのオンライン参加によるハイブリッド

形式で開催いたしました。 

 

本セミナーでは、ロータリー財団の基本理念を改めて確認するととも

に、地区補助金、グローバル補助金、財団への寄付等について説明し、

2026-27 年度における第 2830 地区のロータリー財団活動の方針について

共有いたしました。 

 

1．今年度の重点目標 

2026-27 年度の地区ロータリー財団委員会では、特に、 

・財団寄付「0 クラブ」の解消 

・地区補助金への全クラブ申請を目指す 

・地区補助金を活用した地域奉仕活動の充実 

・グローバル補助金事業の推進 

・ロータリー財団に対する会員の理解促進 

を重点目標として取り組んでおります。 

なかでも地区補助金については、単に補助金を受けることを目的とするのではなく、各クラブが

それぞれの地域にどのような課題やニーズがあるのかを考え、地域に根差したロータリーらしい

奉仕活動を実施するために積極的に活用していただきたい旨をお伝えいたしました。 

 

2．2026-27 年度 地区補助金について 

今年度の地区補助金については、多くのクラブから積極的な申請をいただきました。 

地区補助金配分資料では、各クラブの会員数、過去 3 年間の財団寄付実績、一人当たりの寄付実

績、前年度の補助金実績等を勘案しながら、限られた地区財団活動資金（DDF）をできるだけ公

平かつ有効に活用できるよう配分調整を行っております。 

地区補助金はロータリー財団への皆様のご寄付が原資となり、3 年後に DDF として地区へ還元さ

れ、それぞれの地域における奉仕活動に活用されるものです。 

したがって、「寄付」と「補助金」は別々のものではなく、皆様からいただいた寄付が地域や世

界での奉仕活動として戻ってくるという、ロータリー財団の大切な循環の仕組みであることをご
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理解いただきたいと思います。 

3．グローバル補助金について 

グローバル補助金については、第 2830 地区がこれまで継続して取り組んできたタイにおける水・

衛生分野の事業をはじめ、海外地区との連携をさらに深め、持続可能で大きな成果につながる国

際奉仕事業を推進してまいります。 

タイとの水事業については、第 3330 地区との⾧年にわたる協力関係のもと、10 年以上にわたり

継続して取り組んできた第 2830 地区を代表する国際奉仕事業の一つであり、今後も両地区の友情

と信頼関係を大切にしながら発展させていきたいと考えております。 

また、グローバル補助金奨学生についても、ロータリー財団の重点分野との関連性や、留学・研

究終了後にその経験をどのように社会へ還元していくかという視点を大切にしながら、地区とし

て支援してまいります。 

 

4．財団寄付について 

ロータリー財団の活動は、ロータリアン一人ひとりのご理解とご寄付によって支えられていま

す。 

今年度は特に「寄付 0 クラブの解消」を一つの目標としておりますが、寄付額そのものだけをお

願いするのではなく、その寄付が 3 年後に地区補助金として地域へ戻り、またグローバル補助金

として世界各地での奉仕活動に活用されていることを、各クラブの皆様に分かりやすくお伝えし

ていくことが重要であると考えております。 

 

5．今後について 

今回の第 1 回ロータリー財団セミナーを通じて、ロータリー財団をより身近なものとして理解し

ていただき、地区補助金やグローバル補助金を積極的に活用した奉仕活動につなげていただきた

いと考えております。 

地区ロータリー財団委員会としても、各クラブからのご相談に丁寧に対応し、「補助金を使って

みたい」「グローバル補助金に挑戦してみたい」と考えるクラブを積極的に支援してまいりま

す。 

そして、地区内すべてのクラブがロータリー財団に関わり、寄付と奉仕の両面から財団活動に参

加する地区を目指してまいります。 

今後ともロータリー財団へのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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ガバナー公式訪問 
 

■十和田 RC ８月 4 日（火）  ■おいらせ RC ８月５日（木） 

創立 65 周年を終えたクラブであり、ガバ

ナー公式訪問は有意義な時間でした。 

地区資金を活用した取り組み「U11 ミニバ

スケット」。小学生 3 年生を対象としたミニ

バス交流の支援事業は素晴らしい活動だと思

います。 

 会員数 5 名ですが、活動計画などロータリー

の取り組みは、1 人何役の役割分担 

をこなし、しっかりしていました。公式訪問

例会は終始和やかで楽しい雰囲気 

の素晴らしいクラブでした。 

 

 

 
 

■鶴田 RC            ８月 10 日（月）  ■五所川原イヴニング RC ８月 19 日（水） 

アットホームながらも各会員の想いを感じ

ながらの素敵な雰囲気にて進められた時間で

した。RI2580 地区の嶋村パストガバナーに

もご参加頂きとても実り多いガバナー公式訪

問となりました！ 

  設立 10 周年という大きな節目を感じられ

る貴重な時間でした。会⾧・幹事を始め女性 

会員も多く、和やかな雰囲気にて進められま

した。岡山ガバナーエレクトもご参加頂 

きとても実り多いガバナー公式訪問となりま

した！ 
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■八戸南 RC     ８月 20 日（木）  ■金木 RC     ８月 25 日（火） 

出貝会⾧をはじめ、会員の皆様に温かく迎え

られました。黒田元 RI 理事もお元気でした 

。また、当日は新会員の入会もあり成田 G か

らバッチ伝達がありました。さくらエイト衛 

星クラブも活発に活動しており、活き活きと

したクラブでした。 

 
会員同士の親睦を大切にされており、とて

も居心地の良い素晴らしい時間でした。地元

の子供達への三味線寄贈を実直に進められて

おり、地域における知名度と期待感は大きい

と思われました！ 

 

 

 
 

 

■五戸 RC       ８月 26 日（水）  ■三戸 RC      ８月 26 日（水） 

 豊田会⾧をはじめベテラン会員が若い会員

と一緒に活動なさっているのが伝わる良い例 

会でした。第 1 回紙飛行機大会など地域に根

ざした新しい事業を開催したそうです。公共 

イメージ向上に期待できます。 

  釜澤会⾧・大野幹事が今年度フェイスブッ

クでクラブ活動を広報することを確約して頂

けたことで、新会員が入会するきっかけにな

ればと思います。クラブの活動は地域の人た

ちに良く理解されていることを感じました。 
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2026 年７月会員数の増減および出席率表 
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会員動向 
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